
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
日本のﾊﾞｲｵﾏｽはｴﾈﾙｷﾞｰ

全体の 0.01%に過ぎない

左の建物はﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ最南端にある元修道院。数世紀を経て幼稚園と 

ﾕｰｽﾎｽﾃﾙ・ﾚｽﾄﾗﾝとしてﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝされました。 建物はEUで進む省ｴﾈ建築 

ﾊﾟｯｼﾌﾞﾊｳｽ基準（日本の次世代断熱基準の3倍）室内は元修道院とは 

想像がつきません。 ﾊﾞﾙｺﾆｰからのﾗｲﾝ川（向側ﾄﾞｲﾂ）と葡萄畑の眺望が 

素晴しい。 右はﾊﾞｳﾌﾘｯﾂ社の100年前のﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞ住宅。現在のﾊｲｽﾍﾟｯｸ 

な近代設備と地熱暖房､200ミリの断熱材や3層ｶﾞﾗｽなど省ｴﾈ･ﾊﾟｯｼﾌﾞ 

ﾊｳｽ基準にﾘﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞされています。 右下の太陽光発電は農家が屋根を 

ﾚﾝﾀﾙし地域に貸し出す事業のもの。 ﾄﾞｲﾂが太陽光世界一と言われるが 

ﾊﾞｲｴﾙﾝ州に偏り､売電は全量買取の代りに補助金は少ない点など日本 

の普及方法と根本的に違います。（つづく）  ㈱アップル 大竹喜世彦 

 
高層建築が建並ぶ新開発区 

 
城壁と谷間の向側が新開発区 

 
 

 

1２月号 

     日・独の【森林】の決定的な違いとは・・・ 
ドイツ人は森が大好き。休日にも家族でよく出かける。小学生から森での 

課外授業を通じ生態系等も学ぶ。森の大切さを学びやがて環境戦士 

として社会へ出る。 実はドイツの森は100％人工林。 中世に燃料とし 

使い果たした歴史的反省から国有･私有問わず厳しく管理されている。 

2000年改正森林法で間伐材は1年以内に撤去義務。 この背景が間伐材活用に拍車を 

かけﾍﾟﾚｯﾄｽﾄｰﾌﾞ普及に繋がった。木質ﾍﾟﾚｯﾄ燃料も地域材が手に入る。 

日本の森林の背景は驚くほど農業にそっくりだ。  

戦後の植林から60年。手厚い補助金で林業は 

【植林と林道】事業に偏り森林の管理を怠った。 

森は放置され木材の国内自給も20%まで低下。 

50%に戻す政策転換で国産材活用と間伐材活用にｼﾌﾄしつつある

国産ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料の普及に期待したい。 ＊ﾎﾜｲﾄﾍﾟﾚｯﾄ：木の芯材のみで作る 

ここまで来た！ 国産バイオマス・エネルギー【ﾍﾟﾚｯﾄ燃料】  
先日下記2つのﾊﾞｲｵﾏｽ・ｴﾈﾙｷﾞｰ【木ﾍﾟﾚｯﾄ】工場見学を行った。 

①群馬･赤城： 年間2000本の赤松を間伐から全木ﾍﾟﾚｯﾄを作る 
電力中央研究所の【赤城ﾍﾟﾚｯﾄ】⇒40円/ｷﾛ（燃料代:年間約4万円） 

②東京･青梅： 製材の端材､おが屑､ｶﾝﾅ屑をﾎﾜｲﾄﾍﾟﾚｯﾄを作る 

東京木質資源活用センター【東京ペレット】⇒60円/ｷﾛ（年間約6万円） 

ﾍﾟﾚｯﾄ・ｽﾄｰﾌﾞは薪ｽﾄｰﾌﾞより燃料の保管が楽。灰も1/10とﾒﾘｯﾄも多いが、流通がﾈｯｸで 

やはり輸送ｴﾈﾙｷﾞｰは問題。 近くの森からのﾍﾟﾚｯﾄ製造～販売の地産地消が基本である。

大平･那須あたりの供給、ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ販売が理想だろう。 取材： ㈱ｱｯﾌﾟﾙ大竹喜世彦

㈱アップルは建設業許可法人(般-第 22168 号)･建築設計事務所(知事第 4088 号)･住宅金融支援機構適合証明登録建築士事務所(第 16090044 号)･シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006101 号)･厚生労働省許可 古材施工技術士登録事務所(第 10003 号)です。 

ロハス･デザイン＆エコロジー･リフォーム 

☆自治医大で唯一の住宅リフォーム専門会社☆ 建設業許可､管理建築士のいる(株)アップルまで

★㈱ｱｯﾌﾟﾙ､社員が参加した講習会･ｲﾍﾞﾝﾄ★ 
11／ 4(木) 【エコハウス見学会・矢板市】主催：栃木県生活学校 

11／12(金) 【既存住宅の省エネ改修集中講座・東京】主催：新建新聞社 

11／19(金) 【ﾄﾞｲﾂ環境都市ﾌﾗｲﾌﾞﾙｸﾞと英国ｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨｰ調査報告会】主催：HICPM 

11／28(日) 【房総のむら･町並み移築古民家見学会・千葉】：日本民家再生協会 

弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで毎日掲載中です。  

＊エコロジーⅹバウビオロギー（建築と生態学を融合させた人間中心の建築設計です）

 

 

 
次号もアップル隊長の 

【ｴｺﾊﾞｳ建築視察】の最新

情報をお伝えしてます!! 

ﾖｰﾛｯﾊﾟの木質ﾊﾞｲｵﾏｽは

林業全体の 20%の売上

 

２つの建築／元修道院のﾕｰｽﾎｽﾃﾙと100年前のﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞ�

第14回ﾖｰﾛｯﾊﾟｴｺﾊﾞｳ建築視察に今年も参加しました。 ﾖｰﾛｯﾊﾟ最小で旧市街地

が世界遺産のﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞは、鉄鋼の国からｽｲｽを凌ぐ金融大国へ大きく変化して 

います。 新開発区には東京を思わせる世界最大のEU投資銀行､司法裁判所等の

高層ビルが続々と建設中。世界不況の中､ﾄﾞｲﾂなど近隣を含め 

15万人が就業し、EU中最低の失業率（4.4％）売上税（16%） 

を誇る豊かな国です。 私はﾖｰﾛｯﾊﾟ8カ国を訪れていますが、 

近代化の一方で古い建物は法的価値を認め社会資産として 

大切に使われ、いつまでも美しい街並みを見ることができます。 

悔し紛れの一言を吐いてしまうと、日本の歴史に対する認識 

の低さは何とかならないものか？この思いが益々深まるばかり。 

いまだに過去をご破算にして新たなものをという明治以降、 

現在まで続くその破壊行為は根深いものがあります。  

古いものと新しいものが共存した豊かな国土へ。 わたしたちリモデラーの使命はまだ 

まだ端緒についたばかりのようです。    取材  ㈱アップル 大竹喜世彦�

【建築と生物学】を結ぶ【バウビオロギー建築】 
日本には自然とかかわる【しつらえ】に親しみ自然と共に暮らす習慣がありました。 

『エコバウ･リフォーム』 は自然素材を多用する私達の考えが詰まった 

『エコロジーで健康』 なコンセプトリフォーム。 アップルで推進中です!! 

 

 
 

間伐材を使う国産ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料（その 2） 
; 国産イオマス・エネルギー／群馬・前橋市 ＆ 東京・青梅市] �

●エコ建築＆環境の取組みは。。。アップル www.reform-apple.com トピックス  

8  ヨ-ロッパ･エコバウ建築視察は『ルクセンブルグ』からスタート�

ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ金融街近くの森も人工林

 
ｴﾈﾙｷﾞｰと水資源問題は深刻 

 
自転車でﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞが可能 

  

 
元修道院をリノベーション 

 
ﾊﾞﾙｺﾆｰから見えるﾗｲﾝ川 

100 年前のﾊﾞｳﾊｳｽ↑ 

農家の納屋の太陽光発電↓


